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結論:40年原子力2割目標
 Energy Security：

原子力、エネルギー安保。準国産エネルギーとして増設を視野にする。

 Economy:

動かしてなくてあっても、それは危険性が無いわけではない。リスクとメリットが見合わないなら動かすべき。

ペロブスカイトでも都会がある程度負担する。

大規模利用企業に追加で建設や安全性維持の積立金を払わせる。

 Environment：

再エネで山まで切り崩す必要ない。反ってCO2が増える。

プルサーマルやら今までのSNFの処理→動かさないとかえってゴミが片付かない。

 Safety:

規制庁の規制基準について妥当性、認可期間の更新審査*アメリカモデルをもとに延長導入の検討。

条件付き運転期間延長容認案*建て替え申請などに基づく


